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体
育
協
会

　
市
体
育
協
会
の
加
盟
団
体
か
ら
、

今
回
は
薩
摩
川
内
市
水
泳
協
会
を

紹
介
し
ま
す
。

【
歴
史
】

　
日
本
に
お
け
る
水
泳
の
歴
史
は

意
外
に
古
く
、
み
そ
ぎ
の
た
め
に

イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
泳
い
だ
と

の
記
述
が
、
古
事
記
や
日
本
書
紀

に
出
て
き
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
水
泳
は

武
術
の
一
つ
と
し
て
全
国
各
地
に

広
ま
り
、
各
地
域
で
泳
ぎ
方
の
流

派（
鹿
児
島
県
は
神し
ん

統と
う

流
）が
生
ま

れ
ま
し
た
。
そ
の
発
展
し
た
も
の

が
、「
古
式
泳
法
」と
し
て
現
在
も

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
確
立
さ

れ
た「
近
代
泳
法
」は
、
明
治
以
降

に
日
本
で
も
盛
ん
に
な
り
、
現
在

私
達
が
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
水
泳

の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
沿
革
】

　
昭
和
22
年
７
月
22
日
に
、
水
泳

お
よ
び
水
泳
競
技
の
健
全
な
発
展

を
図
り
、
体
育
文
化
の
向
上
、
ア

マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
精
神
を
養
い

育
て
る
こ
と
と
水
上
事
故
防
止
を

目
的
に
、
川
内
市
水
泳
協
会
が
発

足
し
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
４
月
に
は
市
町
村
合

併
に
伴
い
、
新
た
に
薩
摩
川
内
市

水
泳
協
会
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

【
活
動
状
況
】

　
昭
和
23
年
か
ら
開
催
し
て
い
る

北
薩
水
上
選
手
権
は
、
今
年
で
69

回
を
迎
え
る
歴
史
と
伝
統
あ
る
大

会
で
す
。
そ
の
他
に
も
市
内
の
小

学
校
大
会
や
北
薩
地
域
の
中
学
校

大
会
な
ど
を
開
催
し
、
水
泳
競
技

の
底
辺
拡
大
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
一
環

と
し
て
、
今
年
で
10
年
目
を
迎
え

る
市
内
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
大
会
を

開
催
し
、
参
加
者
の
健
康
増
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
毎
年
元
旦
に
開
催
し
て
い
る
新

春
初
泳
ぎ
も
、
今
年
で
25
回
目
を

迎
え
、
水
難
事
故
が
起
き
な
い
よ

う
に
願
い
を
込
め
て
実
施
し
て
い

る
催
し
で
す
。

【
定
期
的
な
大
会
】

７
月
　
県
学
童
通
信
水
泳
大
会

８
月
　
北
薩
中
学
校
水
泳
大
会

　
　
　
北
薩
水
上
選
手
権

９
月 

　
市
内
学
童
水
泳
記
録
会

　
　 

　
市
内
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
大
会

１
月
　
新
春
初
泳
ぎ

【
問
合
先
】＝

▼ 

会
　
長
　
永な
が
さ
と里
広ひ
ろ

己き

　
（
20
）２
９
６
２

▼ 

理
事
長
　
里さ
と
し
ろ城
信し
ん
い
ち一

　
（
23
）１
５
２
４

【学童通信水泳大会】

【北薩中学校水泳大会】

【新春初泳ぎ】 【市内マスターズ水泳大会】
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▼�

指
定
日
＝
平
成
21
年
12
月
18
日

▼�

所
在
地
＝
樋
脇
町
藤
本

�

こ
こ
が
見
ど
こ
ろ

　
高
さ
26
・
２
ｍ
、
二
段（
上
段
21
・
３
ｍ
、

下
段
４
・
９
ｍ
）に
分
か
れ
た
滝
で
、
滝
つ

ぼ
の
深
さ
は
７
ｍ
あ
り
ま
す
。
藤
本
滝
公

園
の
一
角
に
あ
り
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
た
っ

ぷ
り
の
自
然
を
満
喫
で
き
ま
す
。

�

地
域
の
声

藤
本
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長

　仙せ
ん
み
ょ
う名
秀ひ

で
ま
つ松
氏

　
藤
本
滝
公
園
内
に
あ
る
滝
を
地
区
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
地
区
住
民
一
体
と
な
り
、

景
観
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
年

８
月
に
実
施
す
る
恒
例
の｢

藤
本
滝
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ｣

は
、
昨
年
で
７
回
目
を
数
え
、
市

内
外
か
ら
多
く
の
方
々
が
観
賞
に
訪
れ
ま

す
。
今
後
も
、
景
観
保
全
と
安
全
対
策
を

図
り
な
が
ら
、
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
公

園
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

▼�

指
定
日
＝
平
成
21
年
12
月
18
日

▼�

所
在
地
＝
樋
脇
町
倉
野

�

こ
こ
が
見
ど
こ
ろ

　
鎌
倉
末
期
に
彫
ら
れ
た
と
さ
れ
る
磨
崖

仏
で
す
。
こ
の
中
に
梵ぼ

ん

字ち

が
あ
り
、
梵
字

を
刻
む
こ
と
は
仏
像
を
彫
る
こ
と
と
同
じ

意
味
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
月
輪
中

の
梵
字｢

オ
ー
ン
ク｣
は
、
倉
野
で
創
作
さ

れ
、
世
界
に
一
つ
し
か
な
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

�

地
域
の
声

倉
野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長

　平ひ
ら

　森も
り
た
か孝
氏

　
倉
野
磨
崖
仏
は
、｢

朝
日
が
最
初
に
あ
た

る
所
に
あ
り
、
宝
物
が
埋
ま
っ
て
い
る
」と

い
う
い
わ
れ
が
あ
り
、
昔
か
ら
地
域
で
大

切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
で
は
、
倉
野
の
貴
重
な
文
化
財
に

親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
磨
崖
仏
を
中
心

に
史
跡
巡
り
や
、
梵
字
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
文
字
が
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、
消
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
責

任
を
持
っ
て
、
ま
た
、
地
域
の
誇
り
と
し

て
今
後
も
大
切
に
保
護
し
な
が
ら
、
多
く

の
方
々
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

 【問合先】＝本庁都市計画課景観グループ　  （２３）５１１１（内線３４２３）

アクセス　川内駅より車で約30分

川内川

346

346

267

倉野地区
コミュニティセンター

〒倉野簡易局 JA 倉野いちご集荷場

樋脇町倉野

久住町 上手

倉野磨崖仏の位置図

倉野磨崖仏

アクセス　川内駅より車で約40分

304

36

藤本地区
コミュニティセンター

旧 藤本小学校

藤本滝の位置図

藤本滝

＊磨崖仏は、その名のとおり岩壁などに直接彫ら
　れた仏像のことです。

藤
本
滝（
ふ
じ
も
と
た
き
）

倉
野
磨
崖
仏（
く
ら
の
ま
が
い
ぶ
つ
）

景観重要資産などの紹介
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